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8かしはら市議会だより

一般質問
大
北
大
北  

か
ず
す
け

か
ず
す
け

（
公
明
党
）

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
の
取
り
組
み

ア
イ
デ
ア
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
し
て
、
誰
で
も
簡
単
に
寄
附

が
で
き
る
ネ
ッ
ト
上
の
仕
組
み
で

あ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
、
税
金
に
頼
ら
ず
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不
特
定
多
数
の

人
々
か
ら
小
口
の
資
金
を
募
り
、

地
域
振
興
に
活
か
そ
う
と
す
る
取

り
組
み
が
、
今
後
広
が
る
と
予
想

さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、未
検
討
で
あ
る
が
、

方
策
と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
納
税
制
度
を
活
用
し
た
「
か

し
は
ら
応
援
寄
附
金
」
と
い
う
取

り
扱
い
を
し
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
啓
発
し
て
い
る
。、
寄
附

を
さ
れ
る
方
の
思
い
を
反
映
で
き

る
よ
う
に
、
使
い
道
を
４
つ
に
分

類
し
幅
広
く
設
定
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
鎌
倉
市
で
は
、
平

成
25
年
11
月
か
ら
、
自
治
体
が
主

体
と
な
り
観
光
施
設
整
備
事
業
の

た
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
通
じ
た
観
光
施
策
整
備
事
業

「
か
ま
く
ら
想
い
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

鎌
倉
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
鎌
倉
フ
ァ
ン
か
ら
寄
附
を
募

り
、
観
光
ル
ー
ト
板
を
設
置
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
世
界
的

に
注
目
さ
れ
る
資
金
調
達
方
法
の

１
つ
で
あ
る
。
本
市
に
は
、
様
々

な
歴
史
的
文
化
遺
産
や
史
跡
が
あ

る
が
、
住
民
は
な
か
な
か
認
識
し

て
な
い
。
史
跡
板
の
設
置
も
含
め

問
い
か
け
て
は
ど
う
か
。
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
な
い
が
、
春
の
神
武
祭
や
橿

原
夢
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
さ

ら
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｎ
か

し
は
ら
に
お
い
て
、
市
の
補
助
金

の
ほ
か
に
協
賛
金
を
集
め
て
い
る
。

市
内
企
業
が
大
部
分
で
、
重
複
し

て
協
賛
金
を
拠
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
観
光
案

内
板
は
、
本
市
で
は
約
１
２
０
基

設
置
し
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ

り
文
字
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
も
の
も
多
く
、
３
年
か
け
修
理

等
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
来
年
度
、

観
光
案
内
板
の
修
理
等
に
お
い

て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
収
集
を
主
と
す
る

環

境

行

政

市
民
か
ら
、
資
源
ご
み
の
持

ち
去
り
に
つ
い
て
何
と
か
し
て
ほ

し
い
と
い
う
相
談
が
あ
る
。
市
の

た
め
に
、
市
の
資
源
と
し
て
家
の

前
に
新
聞
紙
等
を
出
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
市
が
回
収
す
る

前
に
業
者
が
持
ち
去
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
市
民
が
業
者
と
口

論
に
な
っ
た
と
も
聞
く
が
、
行
政

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
掌
握
し
て

い
る
の
か
。

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
類

は
１
カ
月
に
１
回
、
粗
大
ご
み
の

日
と
同
じ
日
に
戸
別
収
集
し
て
い

る
。
新
聞
等
を
狙
っ
た
持
ち
去
り

が
多
発
し
て
い
る
と
の
苦
情
も
聞

い
て
い
る
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

業
務
課
や
環
境
保
全
課
職
員
に
よ

る
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
苦
情
、

通
報
が
あ
っ
た
地
域
を
中
心
に
行

っ
て
い
る
。
時
に
は
警
察
に
協
力

を
得
、
実
施
し
て
い
る
。

市
民
が
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
、
事
故
が
起
き
る
こ
と
が
一

番
懸
念
さ
れ
る
。
業
者
に
対
す
る

禁
止
事
項
な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
の
か
。
見
回
り

だ
け
で
は
、
な
か
な
か
追
い
つ
い

て
い
な
い
の
で
は
。

市
の
廃
棄
物
処
理
条
例
に
お

い
て
、「
資
源
物
の
所
有
権
は
、

市
に
帰
属
す
る
。」
と
あ
り
、「
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
市
又
は
市
が

指
定
す
る
者
以
外
の
も
の
は
、
資

源
物
を
収
集
し
、
又
は
運
搬
し
て

は
な
ら
な
い
。」と
な
っ
て
い
る
が
、

市
の
顧
問
弁
護
士
と
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
新
聞
等
の
収
集
は
戸
別
収

集
で
あ
り
、
自
宅
前
の
路
上
等
に

置
い
て
い
る
物
は
、
市
が
回
収
す

る
ま
で
の
間
、
法
的
に
は
無
主
物

で
あ
り
、
市
の
所
有
権
に
は
該
当

し
な
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。
業

者
と
遭
遇
し
た
と
き
は
指
導
等
を

し
て
い
る
が
、
我
々
の
姿
を
見
る

と
、
住
民
に
声
か
け
し
、
了
解
を

得
て
持
っ
て
い
く
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
の
状
況
が
良
い
と
は
思
わ

な
い
が
、
摘
発
は
非
常
に
難
し
い

一
般質問
一
般質問

会
派
名
簿

公　

明　

党
（
４
名
）

大
北
か
ず
す
け
・
亀
甲
義
明

森
下
み
や
子
・
成
谷
文
彦

日
本
共
産
党
（
２
名
）

竹
森　

衛
・
西
川
正
克

至　

誠　

会
（
２
名
）

小
川
和
俊
・
奥
田　

寛

真  

政　

会 

（
3
名
）

杉
井
康
夫
・
竹
田
き
よ
し

樫
本
利
明

政  

志　

会 

（
3
名
）

た
け
だ
や
す
ひ
こ
・
植
田
泰
文

松
木
雅
德

自
由
民
主
党
（
２
名
）

細
川
佳
秀
・
奥
田
英
人

橿
原
未
来
（
3
名
）

宇
佐
美
孝
二
・
廣
井
一
隆

大
保
由
香
子

い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し

な
い
議
員
（
５
名
）

高
橋
圭
一
・
河
合　

正

槇
尾
幸
雄
・
松
尾
高
英

水
本
ひ
で
こ

（
平
成
26
年
3
月
14
日
現
在
）

定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
諸
議
案
に
関
係
な
く
、

議
員
自
身
が
議
長
に
通
告
し
、
市
長
及
び
関
係
理
事
者

に
質
問
す
る
日
（
一
般
質
問
日
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
は
、
３
月
14
日
に
７
人
の
議
員
が
活
発
な

質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市議会189-5.indd   8市議会189-5.indd   8 14/05/15   17:4314/05/15   17:43


